
                                          
                                       

                  資料３ 

建設界における担い手に関する指標について 

  

担い手に関する状況を調査するうえで、以下の指標を考えており、既に情報提供頂いたデ

ータに基づき分析を進めておりますが、条件の違い等により正確な分析ができていないの

が現状です。引き続き、分析等を進めたく、ご協力をお願い致します。 

 

①求人倍率の推移について（各県労働局） 

・建設業界における新卒者の需要供給バランス示す指標を検討中。 

・公表されている有効求人倍率等のデータには、新卒者（特に大卒、高専）が含まれてい

ない場合があるなど、新卒求人（特に大学、高専）の需要供給の動向をどの様に分析す

るか整理中。 

 

②入職率・離職率の推移について（各県労働局、各県統計部局） 

・新卒者のうち、建設界への入職と離職（数年以内）の状況を示す指標を検討中。 

・県別や職種別（建設業他）による分析を進めているが、条件の違いや異常値と思われる

データの取扱などについて整理中。 

 

③建設系学生数等の推移について（各県教育機関） 

・各県によって対象とする学校や学科の条件が異なるなどの違いがあり、データ整理中。 
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【新潟県】 

平成 25 年度建設企業意識調査結果（平成 25 年８月公表、抜粋） 

○ 調査対象 

（１） 調査地域：新潟県全域 

（２） 調査対象及び回収状況：Ｈ２４・２５年度県工事入札参加資格を有する企業１，１００社 

回収数７９５（回収率７２．３％） 

（３） 調査期間：平成２５年５月２日～平成２５年５月３１日 

（４） 調査方法：アンケート調査票を調査対象企業へ郵送配布し、返信用封筒により回収 

 

 

 

 

 

 

 

○経営の課題 

○従業員の過不足感 

○人材面の課題と企業戦略 
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常用雇用者の職種別・年齢別分布 -全体状況‐

0.1%

10.0%

19.9%

28.4%

25.6%

9.9%

1.1%

5.2%

0.7%

10.3%

22.8%

24.8%

28.6%

8.6%

0.9%

3.1%
1.5%

10.1%

20.1% 18.7%

25.6%

15.5%

2.1%

6.4%

0.7%

5.5%

12.3%

25.5%
23.9%

11.8%

2.8%

17.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65歳 66歳以上

事務・営業 技術者 技能労働者 兼業従事者

１

担い手不足の状況
新潟県建設業協会

経営上の問題点
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